
令和５年７月 25 日

高知県林業振興･環境部

木材増産推進課

高知県の原木生産量（令和４年）の公表について

高知県における令和４年の原木生産量について、お知らせします。

１ 高知県の原木生産量（令和４年）について

令和４年の原木生産量は 736 千㎥となり、令和３年と比べると 80 千㎥の増（対

前年比 112％）となっています。

その需要部門別の内訳は製材用で 436 千㎥、合板等用及び木材チップ用で 156

千㎥となっています。

また、木質バイオマス関連施設（木材統計調査の対象外）の原木入荷量は 144 千

㎥となり、令和３年と比べると７千㎥の増となっています。

（単位:千㎥）

※１ 木材統計の木材チップ用の数値には、木質バイオマス関連施設への原木の入荷量は含まれ

ていません。

※２ 令和４年の木材統計においては、高知県の製材用の数値が公表されている一方、合板等用

及び木質チップ用の数値が公表されていないことから、素材生産量の合計値から製材用の

数値を除いて算出しています。

〔集計方法〕

令和５年６月 30 日に農林水産省により公表された「令和４年木材統計」の素材生産量の調査

対象は、製材工場、合単板工場、木材チップ工場、集成材工場、ＬＶＬ工場及びＣＬＴ工場とな

っています。この統計には、県内２ヶ所で稼働する木質バイオマス発電所等への原木の入荷量が

含まれていないため、平成 27 年から高知県が木質バイオマス関連施設の原木入荷量を調査し、

これを加えて高知県全体の原木生産量として公表しています。

区 分 令和３年 令和４年 増減 備考

原木生産量 ①＝（ａ）+（ｂ） ６５６ ７３６ ８０

木材統計（ａ） ５１９ ５９２ ７３

農林水産

省調べ

製材用 ４２５ ４３６

合板等用 １５６

※２木材チップ用※１ ９４

木質バイオマス関連施設（ｂ） １３７ １４４ ７

高 知 県 調

べ

原木 １３７ １４４ ７

(参考)枝条等 ② （２０） （９） (▲１１)

（参考）枝条等を含めた生産量 ①＋② （６７６） （７４５） (６９)



２ 今後の取り組みについて

令和３年の木材不足・価格高騰（いわゆるウッドショック）以降、国産材への関

心が高まっています。

こうした状況の中、令和４年の原木生産量は平成 22 年以降、過去最高値となり

ました。川下の需要に応じた弾力的な原木生産と持続可能な森林づくりを推進する

ため、本県としては森林クラウドの活用や先端林業機械の実証に取り組むとともに、

引き続き高性能林業機械の導入や効率的な作業システムの構築に向けた支援など

を行ってまいります。

また、伐採した山に新しい森林を育て、資源の循環利用を進めることが重要とな

ってまいります。このため、本県では、現状、４割前後にとどまっている再造林率

を７割へと高めることを目指す「再造林推進プラン」を策定し、原木生産に続いて

行われる再造林を推進してまいります。

第４期産業振興計画では、令和５年の原木生産量の目標を 796 千㎥と設定してお

り、引き続き、林業・木材産業の活性化に向け官民一体となった取り組みを進めて

まいります。


